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１． はじめに 

本稿では騒音センシングを多くの人々のコミュニティを活用し大

規模に行うシステムを説明する。リアルタイムに街中の騒音レベ

ルを補足し、近隣のユーザグループと連動して、時間的に余裕が

あるユーザがスマートフォンを持ち歩いているだけで騒音センシ

ングに参加してもらえる「ユーザの状況を考慮した謙虚なコミニ

ティセンシング」の研究を行っている。本研究の応用により、大

規模にかつ 24 時間の情報を踏まえながら都市の不動産価格の調

査や雰囲気の把握などを多くの人に参加してもらえ、都市全体の

年間一日を通しての騒音レベルの変動が把握可能になる． 

2 ．環境音センシングの意義 
また携帯電話を活用した人を中心としたセンシング技術に注目が

集まり[1]特に，モバイル騒音センシング [2][3]が盛んに研究が開

始され多く人のセンサを用いてコミュニティとして大規模な都市

の計測を試みる研究が始められている．我々はユーザが走ってい

るか歩いているかなどのユーザのステータスを自動で振り分け，

データの信頼性を確保し，不特定多数のユーザからリアルタイム

に集めた騒音レベルを共有化できるシステムを構築している． 
 

 
 
これらのシステムの応用としては不動産価格調査や住環境環境調

査が挙げられる。例えば図 1 は世田谷区における 1m2あたり土地

面積価格を示している。この図では紫(50 万以下)<青<水色<緑<黄
色(110-125)<オレンジ<ピンク<赤(140 万以上)の順序で色付けさ

れている。 
図 1 の簡易な解析から分かることは駅までの距離が一定でも場所

に応じて価格帯に細かなムラがあるためその原因因子のひとつと

して仮に夜間や常時の騒音レベルなどの問題を考慮しようという

ものと言う試みを行っている。我々は本年度より1プロジェクトに
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より匿名性のある不動産価格情報の収集と解析をおこなっており。

広域に騒音レベルを収集可能な本システムを活用する。 
 

3．CommuSense  

3.1 CommuSense App 
本システムは普及の観点から GPS の取得容易性とアプリケーシ

ョンの開発を図 2 にあるような Android 端末により行っている。 

 
CommuSense はデータ取得部 Android のアプリとして実装され

ている設定可能な項目としてはサーバアドレス、ローカル測定間

隔、サーバ送信を加速度の閾値によりキャンセルする最小値を設

定する。また基準となるデシベル値も設定できる。 
 

表 1 に関して端末 ID,GPS 時刻 ,音圧 , lat(start), lon(start) , 
lat(end), lon(end),歩行速度,進行方向,GPS 精度, 各加速度,バッテ

リレベル，最大音圧，最小音圧が送信される。 
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図 1 世田谷区における土地面積 1m2あたりの不動産価格 

 
図 2:Andoroid 上で実装した騒音計測システム 
Fig2: A Community Noise Measurement system on Android Phone. 

 
表 1 データ取得サーバに送信される GPS ポイントごとのセンサデータ 
Table1  A sensor data set of each GPS point on Server from Client 
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3.2 累積騒音レベル指標 
騒音レベルは常に変動しており、データとしてすべてアップロー

ドすることは通信スピードやバッテリの関係から困難である。そ

こである回数のローカルの計測後に指標を算出してサーバにアッ

プする必要がある。変動騒音を測定評価する方法として、時間率

騒音レベルがある。時間率騒音レベルを求めるには、初めに、動

特性を Fast にして一定の時間毎の測定データを 50 個取得し、採

取時間並べ、評価する分解能により任意の分割レベルを決め個数

を求める（図 3）。累積度数分布曲線を求めます。この分布曲線

より右側の % 目盛りからその曲線の 95 % の値を読みとりとる。

この値が 90 % レンジの上端値 L5 です。同様に、50 % の値が中

央値 L50、5 % の値が 90 % レンジの下端値 L95 となる。本手法

は 50 回法として実装した[4]。 

 
 
本手法によりサーバに転送されるデータ量計測間隔が 200ms と

してもその 1/50 になり 10s に一度サーバにアップされるネットワ

ーク転送量を削減できかつ間欠騒音などの繰り返される激しい騒

音なども指標として認識できる。 

 
 
図 4 で示すように騒音レベルの推移は明確に変化を捉えることが

可能になる、GPS の欠損部分などは 0 としてサーバに集約される。

サーバ上のデータは DBMS として保存されるだけでなく kml デ

ータや csv データとして Google Earth や Google Earth と連携で

きる。 
 
 
 
 
 
 
 

 

4．騒音データの地図統合とコミュニティセンシ
ング 

 
図 5 は本 CommuSense を用いて下北沢、相模大野駅周辺のノイ

ズレベルの騒音を計測した様子である．～50db：水色,50 db～60 
db：青,60 db～70 db：オレンジ, 70 db～80 db：紫,80 db～90 
db：ピンク,90 db～：赤で示す． 
駅前は騒音レベルが上昇している様子が色からも理解でき、歩行

による計測の有用性が分かる。本アプリは近日中に公開し，多く

のユーザと計測コミュニティを形成し，不動産情報との連携を試

みる． 

 

5．コミュニティセンシングの今後の課題 

本稿では騒音センシングを多くの人々のコミュニティを活用し大

規模に行うシステム CommuSense を説明した。リアルタイムに街

中の騒音レベルを補足し、、時間的に余裕があるユーザがスマー

トフォンを持ち歩いているだけで騒音センシングに参加してもら

える「ユーザの状況を考慮した謙虚なコミニティセンシング」を

システムを構築するため現在実装し、実現した機能の紹介を行っ

た。CommuSense により、大規模にかつ 24 時間の情報を踏まえな

がら都市の不動産価格の調査や雰囲気の把握などを多くの人に参

加してもらえ、大規模な都市全体の長期間の騒音レベルの変動が

把握可能になる． 

今後の課題として計測者のプライバシ匿名性の確保，計測点のム

ラなどを平滑化する手法，地下の計測などが必要になり，サーバ

上で冗長の計測エリアに来れば計測を停止するシステムなど省電

力の技術が必要となる。 
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図 5 下北沢駅，相模大野駅周辺で生成された騒音マップ 
Fig5 Noise level Map around Shimokitazawa st and Sagamioono St. 

図 3 連続騒音レベルからの累積騒音レベル指標の抽出 
Fig3 The translation of continues noise level  

 
図 4 該当実験での 2 時間の騒音レベルの推移 
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